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最
近
の

臼

井
式
メ

カ
ニ

カ

ル

ス

ト

ー

カ

ー

に

就
て

　

ー
（

昭

知
六

年
十
一

月

十

四

日

燃

料
協

曾
第
九

十
六

囘
例

會
講

演
∀

−

臼
井

合

贅
會
瓧

岩

田

文

治

郎

　

【

要
8
】

　
元

來
臼

井
式
は

圓

筒
型

汽
鱶
用
ス

ト

宦

ヵ

ー

と

し

て

發
明
考

案
さ

れ

た

る

も
の

で

あ

る

が

最
近

は

水
管
式

或
は

多
管
式

汽

罐
等
に

も

取

付
け

ち
れ

其

試
驗
成

績

　
　

　
　
　
も

相
當

見
る

可

き

も
の

あ

り
、

之

等
を

發
峩

し

諸

彦
の

御
批
評

を

仰
が

ん

と

す

　
　

　
　
　
　
　
　
　
一

．

序

　
　、
　

論

　

石
炭
を
手

焚
す
る

場

合
に

は

灼

熱
さ
れ

て

居
る

火

床
上
に

冷
た

い

石
炭
を
投
げ
込
む

か

ら

急
激
に

多
量
の

瓦
斯
を

發
生
し

完
全
燃
燒
を
妨
げ
る
一

方
室

氣

は

粘
結
し

て

居
る

火

床
を
通
過
し

て

後
燃
燒
瓦
斯
に

混
和
す
る

か

ら

平
均
に

混
和
せ

す
釜
々

不
完
全
燃
燒
す

る

事
と

な
り
且

度
々

フ

7

イー
ヤ

ー

ド

ア

ー

を
開

閉
ず
る

か

ら
過
剩
察
氣
が

浸
入
し

て

非
常
に

汽
罐
め

效
率
を

低
下
す
る

，

之
等
の

缺
點

を
除
去
す
る

爲
に

考

案
さ

れ

た
の

が

メ

カ

ニ

カ

ル

ス

ト

ー

カ

ー

で

あ

る
，

ス

プ

リ
ン

ク

ラ

ー

式
と

か

ク
ッ

キ

ン

グ

テ

溜

プ
ル

式
ス

ト

ー

カ

ー

の

發
明
に

依
て

フ
7

イ

ヤ

ー

ド

ア

ー

の

開
閉
は

な
く
な
り

其
缺
點
は

除
去
さ

れ
た
が

矢

張
り

灼
熱
芒

れ
た

火
床
上
に

冷
た

い

石

炭
を

投
け
込
む

方
法
に

は

變
化
が

な．
い

か

ら

燃
燒
も
完
全
で

な
い

，

然
る

に

チ

エ

ン

グ

レ

ー

ト

式
ス

ト

ー

カ

ー

で

は

　
　

　
　ロ

石
炭
が
レ

ギ
昌

レ

ー

チ

ン

グ

ド

ア

ー

か
ら
遘
り

出
さ

れ
る

と
煉
瓦
ア

ー

チ

の

反

射
熱
で

上

部
の

石

炭
が
引
火
し

徐
々

に

下

方
に

燃
え

移
る

か
ら
一

時
に

多
量

の

瓦

斯
を
發
生
す
る

事
が

な
い

一

叉

筌
氣
は

下

方
か
ら
石
炭
贋
を
通
過
す

る

と

直
ぐ
燃
燵
面
に

逹
す
る

事
が

出
來
る

か
ら

如
何
に

粘
結
せ

る

石
炭
の

場

合
で

も
燃
燒
瓦

斯
に

亭
均
に

接
觸
す
る

事
が

出
來
て

誠
に

理

想
的
で

あ
る

　
　

　
　
　
　
　
　
　

二
、

臼

井

式
メ

カ

』

カ

ル

ス

ト

ー

カ

τ

の

性
能

　

前
述
の

樣
に

チ

エ

ン

グ

ン

ー

ト

ス

ト

ー

カ

ー

は

燃
燒
方
法
が

理
想
的
で

あ
り

又

成

績
も
優
秀
で

あ

る

か

ら

水
管
式
汽
罐
或
は

之
に

類
似
の

汽
罐
に

は
凡
て

チ

エ

ン

グ

レ

ー

ト

ス

添

晋

力

」
を
設
置
さ

れ
て

居
る

が
，

コ

ル

昌

ッ

シ
晶
と

か
ラ

ン

カ
州

シ
ャ

ー

型

汽
罐
の

様
な

圓
筒
型
汽
罐
に

は

構
造
上
チ

ェ

ン

グ．
レ

レ

ひ

ス

ト

ー

カ

ー

を
取

付
け
る

事
が゚

出
來
な
い

，

此
問
題

解
決
の

爲
に

幾
多
の

發
明
家
と
か

經

驗
深
き

技
術
者
等
に

依
つ

て

苦
心
研

究
さ

れ
た
が
其
目
的
を
逹
す
る

事
が

出
來
な
か

つ

た
處、

多

年
の

懸
案
で

あ
つ

た
此
難
問
題
を
完
全
に

解
決
し

日

英
米
佛
支
五
ケ

國
の

特
許
を
得
た
の

が

實
に

臼
井
式
メ

カ
昌

カ

ル

ス

ト

ー

　
　

　
　
論

観
及
報
文

　
　

疊
近
の

臼
井

式
メ

ヵ

鬲

ヵ

ル

ス

｝

ー

カ

ー

に

就
て

　
　
岩
田
丈

泊

耶
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第圃

論

説
及
報

丈

　

最
近
の

臼
井

式
メ

ヵ
一一
カ

ル

ハ

ト

ー

カ

ー

に

就
て

　
　
岩
田

夊
飴

鄲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

六

　

　
力

1
で

あ

る

　

　
　
斯
様
に

他
に

類
似
の

な
い

ス

ト

ー

カ

1
で

あ

る

か
ら

其
構
造
も
亦

獨
特
で

あ

る
，

グ
レ

ー

ト

は

第
一

圖
に

示

す

檬
な
正

方
形
の

捧
で

グ

レ

　

　
ー

ト

バ

ー

相
互
の

間
に

は

何
等
の

蓮
絡
が

な
い

夫
を

第
二

圖
に

示
す

槎
に

兩
側
フ

レ

ー

ム

の

上
に

列
べ

た
の

み
で

至
極
簡
單
な
機
構
で

あ
る

　

　
　
其
運

轉
方
法
は

上

側
の

グ

レ

ー

ト
バ

ー

を

前
方
か
ら
押
す
と

最
後
端
の

グ

レ

ー

ト

バ

ー

が
一

本
丈
け

後
端
の

溝
に

落
ち

込
み

下
側
に
一

本

　

　
丈
け
増
え

る
，

次
に

下

側
の

グ
レ

ー

ト

バ

ー

の

最
後
端
脚
ち
先
に

落
ち
た

グ

レ

ー

ト
バ

ー

を
引
張
る

と
下

側
の

グ

レ

ー

ト
バ

薯

全
部
が
一

本

　

　
分
丈
け
前
方
に

動
い

て

最
後
端
の

グ
レ

ー

ト

バ

ー

が

水
平
の

位
置
に

上
つ

て

上
側
の

グ
レ

ー

ト

バ

ー

に

加
は

る
．

之
を

繰
返
せ

ぱ

全
部
の

グ

崖 』三

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 P ．の”卩亀

一

煽
風
機
で

彊
壓
通

風
を
邊
り

．
レ

ー

ト

バ

ー

が

循
環
遐
動
を
し
チ

エ

ン

グ

レ

ー

ト

ス

ト

ー

カ

ー

と

同
一

の

作
用
を
す

る
．

グ
レ

ー

ト

バ

」

が

循
環
す
る

度
毎

に

表
裏
轉
換
し

た
り

蓮
轉
中
グ
レ

ー

ト
バ

ー

の

取
外
し
取

替
の

出
來
る

點
等
は

誠
に

他
に

類
似
の

な
い

特
微
で

あ

る

　
　
　

　

三
，

園

筒
型
汽
罐
用
臼

井
式
メ

ト

ー

カ

ー

　

第
三

圖
は
圓
筒
型

汽
罐
用
臼
井

式
メ

カ

昌

カ

ル

ス

ト

ー

カ

ー

の

組
立
圖
で

あ
る

，

遐
轉
の

メ

カ
昌

ズ

ム

は

至
極
簡
單
で

カ

ゥ

ン

ク
ー

シ
や

フ

ト
〔

毎
分
八

〇

ー

＝
一
〇
囘
轉
）

の

エ

キ

セ

ン

ト

リ
ッ

ク

か
ら
ラ

チ
エ

ッ

ト

ホ

ヰ

ー

ル

（

R
）

を

廻

縛
す

る

ど
尻

ト

ー

カ

ー

主
軸
〔

D
）

に

取
付
け
て

あ

る
エ

キ

セ

ン

ト

リ田、
ク
（

B
）

が
廻
轉
し

て

コ

ン

ネ

ク

チ

ン

グ
ロ

ッ

ド

（

C
）（
F
）

で

プ
ッ

シ

ャ

ー
（

A
）

及
プ

ル

ロ
ッ

ド

が
晶

剛

後
に

動
く、

此
エ

キ

セ

ン

ト

リ
Ψ

ク

が

後
方
に

動
く
時
は

プ
ッ

シ
浄

コ

（

A
）

も

後
方
に

動
い

て

上

側
の

グ
レ

ー

ト

バ

ー

を

押
し

最
後
端
の

一

本
丈
け
を
後
の

溝
へ

突
き

落
ダ

．

叉

前

方
に

動
く
時
は

プ

ル

ロ

ッ

ド
（

1
）

が

前
方

に

動
き
下

側
の

グ
レ

ー

ト
バ

ー

を

引
張
つ

て

前
方
の

溝
へ

繰
り

あ
げ
る

、

グ
レ

ー

ト

の

速
力

變
化
炭
暦
の

厚
さ

を
調
整
す
る

方
法
等
は

チ

エ

ン

グ
レ

ー

ト

式
と

亠

へ

同
小
異
で

あ
る

，

次
に

本
ス

ト

ー

カ

ー

の

聯

徴
を
列
記
す
れ

ば

（

イ
）

　

牛
強
壓
通
風
式
で

あ

る

か

ら

通

風
が

完
全
で

あ

る
、

一

般
に

通
風
は

煙
突
で

後
方
よ

り

馴
く
かジ
ち
グ

Ψ

通

ト

の

後
端

　

に

張
く
て

前
部
が

弱
い

、

叉

石
炭
暦
は

前
方
程
厚
く
て

後
方
に

至
る

程

薄
く
な
る

か

ら

通
風
は

後

方
に

至
る

に

從
ひ

釜
土

　

強
く
な
る
，

然
る

に

燃
燒
に

必
要
な
る

通
風
は

前
方
に

強
く

中
央
部
に

至
る

に

從
ぴ

次
第
に

弱
く

な
り

後
部
に

於
て

は

全

　

然
必
要
と
し

な
い

、

共
爲
に

本
ス

ト

ー

カ

ー

に

は

牛

彊
壓
通

風
式
と
云

ふ

獨

特
の

方
法
を
考
案
し

前
方
約
四

分
の

一

に

は

　

次
の

四

分
の

一

は

自
由
に

自
然
涌
風
を
入
れ

汽
罐
鏡
板
の

部
分
に

は
（

J
）

（

K
）

の

ダ
γ

バ

ー

を
設
け
て

後
方
の

通

風
を

完

N 工工
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百 第十肇

　
全
に

遮
斷
し
又
け

適
當
に

調
整
出
來
得
る

檬
設
計
さ

れ
て

あ
る

か
ら

理

想
逋
り
の

通
風
を
邁
る

事
が

出
來
る

（

ロ

）

　
燃

燒
室
の

放
射
勲
を
利
用
し

て

居
る

．

煽
風
機
か
ら

出
る
塞
氣
を
燃
燒

室
の

周
園
に

導
い

て

餘
熱
を
利

用
す
る

か
ら
燃
燒
室
か

ら

放
散
す
る

熱
の

損

　
失
が

最
も

僅
で

あ
る

（

ハ

）

燃
燒
室

内
に

於
て

燃
燒
瓦

斯
を

撓
搾
し

完
全
燃
燒
を

起
さ

せ

る
、

チ

エ

ン

グ
レ

ー

ト

式
に

於
て

は

燃
燒
方
法
理

想
的
で

あ

る

か
ら
燃
燒
冤
斯
は
引
火

　
點
よ
り
友
に

な
る

ま

で

各
箇
所
毎
に

異
つ

て

居
る

、

夫
れ
が

各
よ

屠
を
な
し

て

汽
罐
の

焔
道
内
を
通
過
ゲ
る

か

ら
引
火
の

際
發
生
し

た

不
燃

燒
瓦
斯
（

他

　
の

ス

ト

ー

カ

ー

に

比
し

僅
少
な
れ
ど

も
）

が
最
上
部
帥
ち
傳
熱
面
に

近
く
進
み

不

完
全
燃
燒
の

儘
排

出
せ

ら
る

」

の

み

な
ら
す

著
し

く
ラ

ヂ

エ

ー

シ

．

ン

　
の

利
用
を
妨
ぐ
、

然
る

に

本
ス

ト

ー

カ

ー

で

は
引
火
の

際
生
じ
た

不
燃
燒
瓦
斯
を
煽
風
機
か

ら

の

強
壓

通
風
で

灼
熱
さ

れ
て

居
る
燃
燒
室
の

天
井
に

吹
き

　
あ
て

再
び

火
床
面
に

衝
突
さ

せ

る
か
ら

燃
燒
室
内
で

攪
拌
さ

れ
て

理

想
通
り
の

完
全
燃

燒
を
さ

せ

る
事
が
出
來

る

（

二
）

　

微
粉

炭
の

落
下
が

僅
少
で

あ
る

．

粉

炭
特
に

微
粉

炭
の

落
下
し

易
き
部

分
を
強
壓
通
風
で

吹
き

あ
げ
る

か

ら

共
落
下
を

防
ぎ
從
て

損
失
を
僅
少
に

す

　
る

事
が

出
來
る

（

ホ
）

　
燃
燒
率
が

多
い
，

彊
壓
通
風
が
燃
燒
室
の

ア

ー

チ

に

突
き

當
つ

て

下

向
と

な
り

火
床
面
と
衝
突
す
る

部
分
で

は

石

炭
暦
は
上

部
ぼ
引
火
し

て

燃
燼
し

　
て

居
る

が

下

方
は
未
だ
黒
色
の

石

淡
の

儘
で

あ
る

、

此
部
分
に

上
部
か

ら

彊

壓
通
風
を

吹
き
つ

け
る

か
ら
非
常
に

燃
燒
量
を

増
加
す
る

　
　

　
　
　
　
　
　

　
四

、

水

管
式
汽
罐
用
臼
井

式
ス

ト

置

カ

ー

　

本
ス

ト

r
カ

ー

は
前
述
の

樣
に

圓
筒
型

汽
罐
用
と
し

て

研
究
考
案
さ
れ

た
も
の

で

あ
る

が

其
後
の

研
究
の

結
果
水
管
式
汽
罐

．

多
罐
式
汽
罐
其
他
舶
用
汽

罐
に

至
る

ま
で

あ
ら
ゆ
る

汽
罐
に

取
付
け

る

事
が
出
來
る

　

次
に

チ

エ

ン

グ
レ

ー

ト

式
水

管
式
汽
罐
用
ス

ト

書

力

1
と
の

比

較
を

示
せ

ぱ

　
　

チ
エ

ン

グ
レ

ー

ト

式

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

臼

井

式

　

（

イ
）

　

全
饅
の

棧…
造
覆牌
雜
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

構
造
鎗
瑞

累

　

（

卩

）

重
量
一
〇

に

對

し

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

大

型
七

、

小
型
五

　

（
ハ

）

　
グ
レ

ー

ト

の

厚
さ
二

灰
以

上

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

グ

レ

ー

ト

の

厚
さ

八

吋
以

下

　
　
（…『
）

　
床
面
二

灰
以
上

堀
下

17
を

翼
し

友
禺
し

困

難
な
り

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　

床
面

堀
下

げ
六

吋
以

下

に

て

事
足

り

茨

出
し

蘯

極

便
な

り

　
　
（

ホ
）

修
理
の

際
全

部
引
出
す

必

要
あ

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

運

轉
中

取
替

出
來
る

　
　

　
　
晒
凹

観
及

報
丈

　

　

最

近
の

臼
井
式
メ

ヵ
昌
カ

ル

ス

ト

暫

力

i
に

就
て

　

　

岩
田

丈
治

耶

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
五

九
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諭

観
及
報
丈

　

　
最
近、
の

臼

井
式
メ

ヵ

昌

カ

ル

ス

ト

ー

ヵ

i
κ

就
て

　

　
岩
田

丈
治

照

鐘
一

鞏

鑞
瀬
下

馴

。。

ε

蘇
翻

竍
マ

ド
o、、

・

即

讐
博

6
毛

・

墨
・・

婁

爨［
、

．

濟

六

〇

h

「
一冒、一一一＿＿＿驢

　 　 　 　 　 　 　 卩

一− 1　−−i　　　一ヒ幽
　　　　　’「　　　 ＝話

一 竺 二＿ ＿
畔

一
〜 ．一一；」一一一

一’『
．一　　　　　　　　I
　　　 I
　 　　 山

〜

　卩L
　　　　孱
1
　　 呼

5

　 　 ，

li

古

屯
，
　　　1

、 1

哈　噛

暗　「
1

「冒 」「

・
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

「−
…r−r

費

　1L

轟
． 」 丶

　 　 、監

，＿
9

广ザ 　
11

尸．
1

1

［

・1  −鹽．・一一雪：．．1　−一L」

一

1　　　 年
F

」
」　　齟

　二
“
　
ρ

　一．．」匿「

　　　臨

睾　　　　．齟　曽一
L　．ρr一匿「 卩

　　　　　 區

l！
k

　　　　　　　　　　　　　　　陣

　
　
　
　
　

　
　
　
　
五

、

大
型
水

管
式
用
臼

井

式
ス

ト

ー

カ

ー

　
第
囚

圖
は

妄
灣
製
糖
株
式
會
肚
東
港
製
糖
所
納
入
の

牛
強
壓

通
風
式
臼
井
式
ス

ト

ー

カ

ー

組
立
野
で

あ

る
，

汽
罐
は
バ

ブ

コ

ヅ

ク

會
肚
製
で

傅
熱
面
積
三

五

八
〇
平

方
呎
、

ス

ト

ー

カ

ー

は

幅
三

呎
六

吋
，

長
さ

＝
一
呎

、

貳
壹
一

組
に

し

て

全

火
床
面

積
は
八

悶

蔕
方
呎
で

あ

る
、

其
設

計
を
概
述
す

れ
ば

（

イ
）

　
ス

ト

ー

カ

ー

の

大
さ
決
定

、

最
初
一

日

燃
燒
量
三

〇
噸
の

希
望
な
り

し

も
バ

プ

コ

ッ

ク

會
杜
の

型

録
に

依
れ
ば

普
通
本
汽
罐
用
ス

ト

ー

カ

ー

は

幅

七

呎

長
さ
一

〇
呎

帥
七

〇
亭

方
呎
，

最
大
は

幅
八

呎
、

長
さ
一

〇
呎
の

八

〇
平
方
呎
に

し
で

最
大
を
採
り
て

も
一

日

三

〇
噸
と
す

れ
ば
一

時
間
一

卒

方
當
り
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第百貌 二
’・
十

三

五

封
度
に

當
り
非

常
に

無
理

な
れ
ば
燃
燒

量
を
二

五
噸
に

減
じ
て

貰
つ

た
、

煙

突
の

高
さ
は
一

五
〇
呎
な
れ
ば

通
風
を

四

分
の

三

吋
と
假
定
し
一

季
方
呎

に

二

八

封
度
を
採
リ

ス

ト

ー

カ

ー

の

全
面

積
を
八
四
手
方
呎
と
し

た
、

勿
論
充
分
安
全
牽
を

取
て

の

計
算

上
で

あ
る

・

　
（

ロ

）

　
ズ

ト

ー

カ

ー

の

幅
と

長
さ

の

決
定
，

所
要
の

火

床
面

積
を
八

四

平

方
呎

と
し

て

幅
ど

長
さ

を
決

定
す
る

は
か

な
り

困
難
な
問
題
で

あ
る

，

一

般
に

長
さ

を

長
く
す
れ
ば
粗
悪

炭
を
使
用
し

て

も

完
全
燃
燒
は
す
る

が

ナ

ヂ
エ

ー

シ

．

ン

の

利
用
が

悪
く
な
つ

て

燃
燒
の

良
い

割
合
に

汽
罐
の

効
率
が

昇
ら
な
い

反
對
に

短
か
く
す

れ
ば

燃
燒
は

幾
分
悪
く
な
る

が

ラ

ヂ
吊
ー

シ
．

ン

の

利
用
は

充
分
と
な
る

、

そ
こ

で

種
太

研
究
と
計

算
の

結
果
長
さ

を
一

二

呎

幅
は
三

呎
六

吋
貳
臺
と
云

ふ

事
に

決
定
し

た

　
（

、♪
ー

）

　
牛
強
壓
通
風
式

探
用
の

理

山
、

製
糖
工

場
の

汽
罐
は

書
夜
蓮
績
に

使
用
さ

れ
蒸

汽
の

淌
費
量
も
平
均
し

て

居
る

か

ら
自
然
通
風
型
に

て

も
相
當
の

好

成
績
を
擧
げ

得
る

も
同

杜
は
バ

カ

ス

汽
罐
（

バ

カ

ス

と
は
砂
糖
の

絞
り

滓
の

事
に

し

て

同

汽
罐
室
に

は

同
型
バ

ブ
コ

ッ

ク

會
沚
製
汽
罐
五

基
あ
り

、

四

基
は

バ

カ

ス

を
使
用
す
）

の

方
を

亭
均
に

使
用
し

蒸
汽
使
用

量
の

變

化
を

本
汽
罐
で

調
整
す
る

と
の

事
な
る

を
以

て

能
牽
を
十
二

分
に

發
揮
す

べ

く

牛
強
壓
通

風

式
を
探
用
せ

り

　
（

二
）

　
ス

ト

菅

力

i
ア

ー

チ

竝

燃
燒
室
の

設
計，

最
初
は

普
通
の

樣
に

床
面
上

に
ス

ト

ー

カ

ー

を

据
付
け
グ
レ

ー

ト

の

上
面
を

床
面
上
二

呎
六

吋
に

置
い

て

設
計
し

た

處
燃
燒
室
の

容
積
二

〇
〇
立
方
呎
以
下
艇

し

て

所
要
の

石
炭
を
完
全
に

燃
燒
し

得
な
い

、

そ
こ

で

多
少
不
便
で

は
あ
る

が

床
面
と
グ

レ

ー

ト

の

上
面
を

合
せ

こ

呎

六

吋
掘
下
げ
て

据
付
け
た

、

こ

の

點
臼
井

式
に

お
い

て

は

61
出
す

必
要
が
な
い

か

ら
チ

呂

ン

グ

レ

〜

ト

式
の

様
な
事
は

な
い

、

批
結
果
燃
燒

室
容
積
四
〇
〇
立

方
呎
以

上
と

な
り
一

日
二

五

噸
の

石

炭
を
完

全
燃
燒
す

る

見
込
が
立
つ

た

　
　
　
　
　

　
　
　
　

六
、

臺
灣
製
糖
納
入
ス

ト

ー

カ

ー

の

成

績

　
本
機
据
付
の

東
港
製
糖
所
で

は
四

脚
亭
粉
又

は
撫
順
粉
炭
を

懐
用
し
居
る

を
以

て

何
れ
も
・

ン

グ
フ

レ

ー

ム

で

あ

り

前
方
の

ア

ー

チ

内
で

燃
燒
を
起
し

た

火

焔
は

猛
烈
な
勢
で

グ

レ

ー

ト

上
を

這
ひ

後
方
の

フ
，

ゴ

ヤ

ー

プ

リ
ッ

ヂ
に

突
き

當
り

燃
燒
室
内
に

エ

・

ヂ

ー

カ

ー

レ

ン

ト

を

起
し

完
全
に

攪
拌
さ

れ
る

を
以

て

引
火
の

際
生
じ
た

不

燃
燒
瓦

斯
も
此

處
で

完
全
に

燃

燒
し
理
想
的
の

成
績
を
あ

げ
て

居
る
（

第
五

圖
參
照
）

　
帥
ち
B
の

部
分
に

於
て

石
炭
層
の

上
部
は

盛
に

燃
燒
し
て

居
る

が
下

部
は

禽
黒
色
の

石

炭
で

あ
る

、

此
部

分
に

燃
燒
瓦
斯
の
一

部
が

下
向
と

な
つ

て

石
炭

暦
を
上

か

ら
下

に

規
過
す
る
か

ら
燃
燒
牽
を

非
常
に

高
め

る
，

叉

普
通
の

ス

ト

t
カ

ー

に

於
て

は
A
の

部
は
か
な
り

紛
炭
や

微
粉
炭
が
グ
レ

可

ト

の

下
に

落

ち

損
失
を
來
す
も
本
機
に

於
て

は

逆
に

張
壓
通
風
で

下

部
よ

り

吹
き

あ
げ
る

か

ら
粉
炭
の

落
下

を

と
め

微
粉
炭
は
吹
き
飛
さ

れ
恰
も
微
粉
炭
燃
塊

機
の

如
き

　
　
　
　
論

飜
及

報
丈

　
最
近
の

臼
井

式
メ

カ

昌

カ

ル

ス

ト

ー

ぞ
に

就
て

　
碧
田

丈

治

耶

　

　

　

　

　

　

　

　

　

さ
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第五圖
馨

O
翰

雪暑

論

髭
及
報

丈

　

　
最
近

の

臼

井

式
メ

カ

昌

カ

ル

ス

ト

響

力

著

に

就
て

醐 珈 7 レ．桝
篇 緇 隻濳一で 櫨 霧雪 に 劃 曜1啼

する伽 【騾 肌
の翻 穆 ・罎 乱

石試炭グ
　
レ

　
ー

　
ト

　
の

逋

風

の

強

さ

プ

　

ア

　

ン

　
の

 

繍
煙
　
　

迸

奮

が
ヒ燈 髏 晦−●で飼 L

殿 驫 風 ヒ 擘る

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
岩
田
丈

油

耶
　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

六

二

作
用
を
な
し
て

二

重
の

利
釜

を
あ
げ
て

居
る

　

以
上
の

如
く
燃

磽
は

非
常
に

良
好
に

し

て

燃

燒
量
も
亦
豫
定
以
上
の

一

日

三

〇
噸

、

一

時
聞
の

蒸
發
量
は

二

〇
、

四

〇

〇

封
度
と
な
リ
バ

ブ
コ

ッ

ク

會
祗
型

録
記
載
の

自
然
通
風
の

場
合
一

四
、

三

〇
〇
封
度
に

比
し

四

割
三

分
、

強
壓
通
風
の

場
合

一

七
，

九
〇
〇
封

度
に

比
し
一

割
四
分
僅
の

増
加
と

な
つ

て

居
る

　
（

詳
細
は

第
一

第
二

表
參
照
の

こ

と
）

　
　
　
　

七
、

最
新
型
臼
井

式
ス

ト

ー

カ

ー

　

臼

井
式
ス

ト

ー

カ

ー

は
四

角
な
バ

ー

を

横
に

併
列
し

て

火
床
面
を
構
成
す

る

爲
幅
に

制

限
が

あ
る、

從
來
製

作
し

た

最
大

幅
は

四

呎
に

し
て

夫
れ
以
上
に

な
れ
ば

種
走

の

點
に

不
安
を
感
じ
た
，

其
處
で

大
型
ス

ト

カ

ー

の

場
合
に

は
貳
臺
併
列
し

兩

者
の

聞
を
煉
瓦
積
で

連
結
し

た
（

臺
灣
製
糖
納
入
ス

ト
量

力

：

參
照
）

然
し
大
型

汽
罐
の

場

合
は

之
で

差
支
な
き
も
中
型
即

ち
四

灰

五

呎
六
吋

位
の

も
の

は

貳
姦
併
列
す
る

に

は
爐
の

幅
が

許
さ

な
い

場

合
多
き

を
以
て

種
々

研
究
の

結

果
フ

レ

ー

ム

を
三

個
と
し

、

中

央
部
の

フ

レ

ー

ム

は
左

右
共

通
と
し

二

組
の

グ

レ

1
ト

を
蓮
醇
す
る

様
談
計
し
た
（

前
掲
第
六

凋

參
照
）

第
一

表

石

炭
汽
罐
燃
燒
試
驗
成
績

試 焼
一一

床 　 　 　 　 　 驗 炭

　　室 　
床

風
ダ 準

斯 　 　 　 　 　 ン 均

　
室

中

中

　壓 パ 速

1後
央

央輩
時 の

（ア 部 部 部 口 吋 吋 叺 種 問 暦

β

東

港
製

糖
所
）

四

　
吋

　
の

　
時
゜

自
六

日

午

前
九

時

至
六

日

午
後
四

時

撫

　
順

粉

炭

　

　

二

四

人
七

　

　

　
四

分
の

三

　

　

　
二

分
の

一

　

　

　
一
一
一
三

六

　

　

　
一
＝一
三
亠

ハ

　

　

　

＝一
七

四

　

　

　
一

〇
六

〇

　

　

　
　
三

＝
一

五

　
吋

　
の

　
時

自
五

日

午
前
九

時

至

玉

日

午
後

四

時

讌

順

粉

炭

　
　

二

二
・
一
六

　
　
　
四

分
の

三

　
　
一
六

分
の

九

　
　
　

＝

三
〇

　
　
　
一
三

〇

〇

　
　
　

＝一
四

〇

　
　
　
一
哺
五

〇

　
　
　
　
三

〇

二

　　　　　　　　　　　　 撰 至 自 六

　 　 　 　 　 　 　 　 　 一　 　　 　 七 七

　　　　　　　 一 六 ＿ 順 H 日　吋

三 ： 三三三醐 輸 繍 。

雲晝集  究≡： 炭 驪 時

　
　

七

　
吋

　
の

　
時

自
十

二

日
午

前
九

時
至
†

二

日
午

後
四

時
自
十
三

日

午
前

十

時
至
孛
葺

日

午
後
四

時

　
　

撫

順

粉

炭

　
　
　

　

　
一
五
・
五

〇 ，

　
　
　

　一
六

分
の
一
一

　
　
　

　
　一

六

分
の

九

　
　
　

　

　
一
二

七

三

　
　
　

　

　
一
三

八

八

　
　
　

　

　

一
一
一
七

八

　
　
　

　

　

一
二

五

一

　
　
　

　

　
　

三
一

五
゜
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號 三 十 ・百 第

石
、

炭

使

用

蘆

封

・

度

」
叉

床
爾
繕劭
一

挙
＋
〃

呎ハ
に

つ

き
一
畦　
間
の

燃
繊
脚

量

裹

　

　
發

　
　
水

　

　
量

　

封

　

度

傳
熱
面

積
一
夲

方
灰
に
つ

き
一
時

間
の

蒸

發
水

量

給

　
　

水

　

　

漫

　
　

度

　

舩

曜
額

レ

氣

壓

力

封

度

／
準

方
吋

・

儷

道

翼

斯

炭

酸

瓦

斯

量

％

・

苫

炭

』

封

度

當

蒸

發

水

量

封

度

汽
罐

效
率
ハ

石
円

灰

の

發
熱

量
六

、

000

カ

”

り

ー

と

假
窟冖
）

鼠

瞼
露

鋭

　

」

　

　
二

　

　
三

　
ゴ
四．・

　

　
五

　

卆

　

均

一
八

、

四
〇
八

　

　

三

｝
・
三

一
三

三
、

一
一
五

　

　

五
・
三

〇

　

　
　
二

〇
二

　

　
　

＝一
八

　

　
　一
二
・

〇

　

　

七
・
二

三

　

　

六

九。
六

　 　 　 　 　 　 四 　 一

　 　 　 　 　 三 　 九

七 七 一 ＿ 二 手 三 喜 ゴ　 ロ　　　
丁 四 丁 画 〇 七 二 ：

一
譬

00 六 五 二 〇 ハL
』
丸 二

第
二

表
　
臼
井

式
ス

ト

ー

カ

ー

に

依
る

石
炭
洩
れ
及

友
量
試
驗

炭
　
　

積

旗
順

粉

炭

　

　
〃

　

　
〃

　

　
〃．
「

　

　
〃

使
用

炭
の

最
（

封

度
）

　

　
五、
三

七

六
・

六

　

　
八
、

〇
三

二
。
0

　

　宀ハ
、

凶冖
九亠
ハ

・
〇

　
一
〇

、

五

二

八
・

〇

　
一
二
、

三

二

〇・
〇

　

四

二
、

七

五

二
・
亠
ハ

洩
れ

炭
の

量
戸

封

度
）

　

　
　
琶

〇
五
・
二

　

　
　
四
一

四・
〇

　

　
　
三

二

三
ヲ

〇

　

　
　
四
七
二
・
〇

　

　
　
四
三

七・
O

　

「
、

九
五

マ
ニ

　哨
八

、

一
六

六

　

　

崑

O
・

九

＝
二

八
、

三

七

田

　

　

五
・

五
一

　

　

　
二

〇

二

　

　

　
一
二

八

　

　

　
＝
7
五

　

　

七
・

六

二

　

　

　
七
三
・

二

　

　

　
三
二
馬

三

四
六

　

　

　

　

　
二

九
。

六

　

　

二

四

七
、

〇

五

四

　

　

　

　

　
五
・
三

〇

　

　

　

　

　

二

〇
〇

　

　

　

　

　

一
三

八

　

　

　

　

　
一
二
・

八

　

　

　

　

　
七
・

六

四

　

　

　

　

　

七
三
・

三

（

昭
和

六
、

二
、

一
四
）

　

　
　

　

　
（

東

港
製
糖
所
）

友
の

量
（

封

度
）

使

用

炭
に

對

す
る

澳
れ

炭
の

％

使

用

炭
に

對

す
る

灰
量

％

　
四

三

四
。

四

　
三

九

九
・
〇

　
三
亠

ハ

六
・
〇

　
四
三

九・
〇

　
四

五

九・
〇

二

〇
九

七
・
四

五
・

六

五

∴

五

四・
九
七

四
・

四

八

三
・

五

六

四
・

五

六

八
・

P
、

四・
九

六

五
・

六

三

鴎
・

一

七

三
・

七

二

四
・
九
一

　
こ

れ
は

既
に

憂
灣
製
糖

株
式

會
杜
屏
東
二

場
に

納
入
し

試
運
轉
の

結
果
良
好

な
成
績
を
あ

げ
て

居
る

、

本
設

計
に

於
て

特
に

改
良
さ

れ
た
點
は
從
來
の

貳

蟇
一

組
の

ス

ト

ー

カ

ー

を
遐

轉
す
る

場
合
ぞ

ー

タ

ー

に

懸
る

荷
重
は

非
常
に

變
化
が

あ
つ

た
が

今
囘
左

右
ス

ト

ー

カ

ー

の

エ

キ

セ

ン

ト

リ
ッ

ク

は

ア

ン

グ

ル

を
九
〇
度
違
え

て

取
付
け

た
處
モ

ー

タ
ー

の

ロ

ー

ド

を
平
均
に

す
る

事
が

出
來
た

　

其
他
の

點
は
從
來
の

も
の

と
大
同
小
異
で

唯
ス

ト

ー

カ

ー

の

主

軸
を
前
方
に

出
し
プ

ッ

シ
ャ

ー

と
プ

ル

ロ

ッ

ド

を
別
に

し

て

主
軸
を

二
本
と

し

た
位
の

も
の

で

あ

る

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　
八

、

結

　
　

論

　
　

　
　

籏

巍
及

報
丈

　

最
妊
の

臼

井
式
メ

カ

邑
カ

ル

ス

ト

ー

カ

警

に

競
て

　
　
岩
田

丈
沿

郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

三
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論

説
及
報

丈

　
　

最

近
の

臼
井
式
メ

カ

轟

カ

ル

漏

畢

ー

カ

ー

に

就
て

　

　
岩
田

丈
泊

郎
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

六

四

　

臼
井
式
メ

カ
ニ

カ

ル

ス

ト

ー

カ

ー

は

最
初
は

チ
エ

ン

グ
レ

ー

ト

ス

ト

ー

カ

ー

と
同
一

の

働
を
す
る

圓
筒
型
汽
罐
用

と
し

て

發
明
考

案
さ

れ
た
も
の

で

あ
る

が

夫
れ
が

完
成
す
る

と

水

管
式
汽
罐
に

も
取
付
け
ら

れ

而
も
從
來
の

チ
エ

ン

グ
レ

ー

ト

ス

ト

ー

カ

ー

よ

り
色
女

の

特
徴
の

あ

る

事
が

發
見
さ

れ
た

、

特
に

本

ス

ト

ー

カ

ー

獨
特
の

牛
強
壓
風
式
の

考
案
に

依
て

燃
燒
方
法
も
理
想
的
と
な
り
一

流
會
杜
の

チ
エ

ン

グ
レ

ー

ト

ス

ト

ー

カ

ー

に

比
し

決
し

て

遜
色
な
く
寧
ろ

優
秀
な
成

績
を
擧
げ
て

斯

界
に

誇
る

事
が

出
來
る

様
に

な
つ

た

　

グ

レ

ー

ト

バ

ー

の

構
造
上
一

時
幅
の

方
に

制
限
あ

り

し

も
之
も
今
度
の

薪
設
計
に

依
て

其
缺
點
も

除
去
さ

れ
結
局
如
何
な
る

大
さ
の

汽
罐
に

で

も
取

付
け

ら
れ

，

叉
粗
惡
炭
か

ら

粘
結

炭
に

至
る

各
種
各
樣
の

石
炭
を
完
全
燃
燒
す
る

理

想
的

の

ス

ト

ー

カ

ー

と
な
つ

た

　

如
斯
優
秀
な
ス

ト

カ

ー

が

着
想
か

ら

設

計
製

作
ま
で

全
部
純

國
産
ど
し
て

發
表
す
る

事
の

出
來
る

の

は

叉

大
な
る

誇
と
す
る

所
で

あ
る

N 工工
一Eleotronio 　Library 　Servioe

　

　

　
　
　
　

附

　
　
　
記

本
ス

ト

ー

カ

ー

の

發
明
の

最
初
よ

り

完

成
鑑
至
る

ま

で

の

機

構
上
の

研

究
に

就
て

は

機
械
學
曾

誌

第
三

十
二

卷
第

百

四

十
二

就
に

褐
載
し

て

あ

り

ま

す
か

ら

御

參
照
願
ひ

ま
す

尸

♪

The 　Japan 　工nstitute 　of 　Energy

昭和月 一 年
』
七

　

　
　
「

最
羝
の

臼

井
弍
メ
カ
昌

カ
ル

ス

ト

ー
カ
ー

に

就

て
」

に

顯
ナ
る

贖
問

討
罐

吉
村

寓
盤

君
（

座

長
）

　

御
質
問

を

御

醢
意
に

願
ひ

ま

す．

富

崎
量
登

君
　
パ

ー
一

本
の

形
は

如

何
で

す
か

岩
田

交
治

耶
暑

　
四

角
な
バ

ー

の

頭
を

据
へ

た

Ψ

け

で

現

在
で

は

打

物
で

造
つ

て

ゐ

ま

　

す
井
戸
宦

＝

髫
　
バ

ー
の

頭
が

ス

ラ

イ

ド

す
る

と

き

摩
擦
し

て

粍
ろ

事
は

あ

り

ま

せ

ん

か

岩
田

君
　
た

い

し
て

粍
り

ま

せ

ん

井
戸

鴛
　
下
の

颪
も

噂

す
か

岩
田

霑
　
盤
り

粍
り

集

せ

ん
ス

ラ

イ

デ

ツ

グ

フ

ツ

ク

シ

ョ゜
ン

で

あ

る

か

ら

大
5尸−
な

動

力

　

を

嬰
す
る

樣
に

思
は

れ

ま

す

が
上
下
は

ス

ラ

イ

ド

し
ま

す
が

後
は

落
ち

る

丈
で

あ

る

　

か

ら

餘
り

髄
力
竜

弾
ら

ず
叉

パ

4
も

粍
り

ま
ゼ

ん

冑
村

君
　
値
段
は

外
國
の

と

比
べ

て

幾
程

で

せ

う

か冖
　

　

　

　

　

　

　

」
．

「
」

岩
田

君
　

安
い

で

す

七

〇

準

方
パ

ブ

コ

ザ

ク

が
一
蛋

噸
べ

昌

ス

や

三

菱
ヂ

ユ

ー

ル

が
一

　

七

噸
位
か

ム

リ

ま

す

が

吾
幽

の

は

約
一

〇

噸
で

あ

る

か

ら
非

常
に

安
い

筈
燈

寸
が

外

　
國
の

は

大

量
生
産
で

す
が

私
の

方
は

少

量
で

す

か

ら

結
局

重

量
の

割
よ

り

は

少
々

高

　
く
つ

き

ま

す

盲
翻

君

　
パ

ー

か

ら

漏
れ

る

量

が

三

ー
五

％
と

め

り

ま

す
が
バ

ヴ

コ

ッ

ク

で

は

普

薀
ど

　
の

位
で

す
か

岩
田

君
　
勿

諭
使
用

す
る

石

炭
に

依
り

違
い

ま

す

が
七

−
一

〇

％
位
で

す

井
戸
君
　
ラ

ン

カ

ツ

シ

ヤ

！

に

附
け

た

揚
合
灰
を

出

す
時
は

如

何
し
ま

す
衷

岩
田

君

　
出
す
の

が

困
難
で

す

鐡
迸

省
で

は

ビ

ッ

ト

を

附

け
て

出

し
て

居
り
ま

す．、

然

　
し
ス

ト

ー

ヵ

−

の

下
に

入

ら

な

け

れ

ば

い

り
ま

せ

ん
、

自
働

的
に

田
す

襟
に

設

誹
し

　
た

の

が

開
釜

逑
絡
船
に

は
べ

昌

ス

の

ス

ト

4
ア

」

が

あ
り

ま

す

吾
々

も

申

つ

て

居
り

　
ま

す
が

ま

だ

充
分
で

あ

り

ま

せ

ん

吉
村

君
　
手
焚
之

何
創

位
違
い

ま

す
か

岩
田

君
　
從
來
の

手

焚
の

使
用

胱

態
に

依
つ

て

大

分
違
ひ

ま

す

同
種
の

粉

炭
で

は．．
割

　
位

癰
ひ

ま

す
が

手

甃
で

上

手
に

や

つ

て

居
ゐ

處
燈

は

二

割
は

六
ケ

敷
い

で

す
、

丸
之

　

内
の

鐵

遞
省
で

以

前
は

噸
一
九

圓
の

無
熄

炭
を
使
用
し

て

居
た

が

ス

ト

ー

ヵ

」

を

附
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け

て

か

ら

夕

張
、

撫

暇
、

大

辻
炭
等
を

用
ゐ

規
在

噸
六

圓
位
の

常
盤
炭
を

使
用

し

て

」
居
て

大

墾
経

濟
で

す
叉

姦

灣
で

は

石

炭
と
バ

ガ

ス

と

混

合
し
て

用
ゐ

て

ゐ

た

の

を
ス

　
ト

ー

ヵ

ー

で

石

炭
丈
け

焚
く

や

う

に

な

つ

た

か

ら

宥

炭
の

燃

蟯
が

良

く
な

り

三

ケ

児

　
位
で

ス

ト

ー

カ

ー

の

償
却

が

出
來
る

樣
に

成
り

ま

し

た

育

村

君
　

東
京
の

湯

屋
の

風

呂
釜
に

應
用

す

る

事
が

出
來
ま

す
か

岩
田
啻躙

規
在
の

魔
で

は

六

ケ

敷
い

で

す

幅
の

狭
い

小
型
の

も

の

で

な
け

れ

ば

い

け

ま

　
せ

ん
の

で

湯
屋
で

使

用
す
る

の

は

特
別
な

構
造

が

必

要
で

す

跡
戸
君
　
ど

れ

位
の

徽

粉
の

程

度
で

す
か

欝
W

田
畳冖

六

分
目
以

下
の

粉

炭
か
れ

ば

結
講
で

す
二

年

前
三

池

炭
が

焚
け

る

か

ど

う

か

　

試
嶮
し

ま

し
た

が

チ

エ ．
ー

ン

グ

レ

ー

ト

と

同
襟
で

す
か

ら

石

炭
が

紡

結
す

る

の

は

問

　

題
で

あ
り

ま

せ

ん

が

灰
め

熔

融
貼
の

低
い

の

が

函
り

ま

す

燃
燒

割
合
が

餘

程

減
リ

ま

　

す
坂
口

6回
人

君
　
バ

ー

の

大

さ

は

ど

れ

位
で

す．
か

欝
田
暑

　
吋
一

分

頭
は

吋
三

分
で

す

　．
坂

墮
君

速

度
に

毎

分
ど
れ

位
で

す
か

　
出
輯

田
磐　

軸
の

廻
苣冊
は
一
囘一
乃

至

五

囘
で
一

囘
藍π
で

パ

ー

が
一

本
丈

動
き
ま

す

｝
　
　
大

春
い

の

は

頭
が

吋
五

分

で

幅
は

四

灰

迄
は

大
丈

夫
で

す

　

吉
村

君
　
東
京
近

傍
で

附
け

て

居
る

の

は

何

露
で

せ

う

か

　

滑
田
暑

鍼
道

省
大

宮
工

場
で

は

水

曽
式
に

本
省
で

は

ラ

ン

カ
ッ

シ

ヤ

ー

七

本

及
大

井

　
　
工

場
で

す

ラ

ン

カ
ッ

シ

ヤ

ー

で

は

長

さ
が

長
く

な

る
の

と

跡
に

出

し
ア

ー

チ

を

附

廿

　
　
る

鴛
に

値

段
が

高
く

成
り

ま

す

　

叛
口

君

ド

ラ

フ

ト

ぼ

ナ

チ

ユ

ラ

ル

f7
ト

で

す

か

　

砦
田

君
　
私
の

方
で

は

ナ

チ
ユ
ラ

ル

と

フ

ォ

ー

ス

ド

ド

ラ

フ

ト

と
の

結
合
し

た

も
の

で

　
　．
す

　

叛
口

畳月
　
セ

ミ

ド

ラ

フ

ト

が
理

想
で

寸’
か

…
　

岩
田
君

　
こ

れ

が
一
香
良

い

檬
に

思
ひ

ま

す

　

官
村

暑
（

座
畏
）

　
も

う

御

質
問

等
有
り

ま

せ

ん
か

、

で

は

夫
の

購

演
に

移

り

ま

す

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　广
（

丈

貴
在

編
輯
）
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